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【原 著 】

体 外 衝 撃波 に よる 腎尿 管結 石 破 砕 術(ExtracorporealShock-wavcLithot「 三Psy:

ESWL)の 臨 床的 検 討 第1報:ESWLl,000例 の 治療 成績 束 義 人 …2073

泌尿 器科 悪 性 腫瘍 に お け るMRIの 臨 床 的 位置 づ け

第1報.前 立腺 癌 のloca且stagingに お け る各 種画 像 診 断 の位 置 づ け ・

MRI,CT,経 直 腸 的超 音 波検 査 の比 較 西 村 一 男 ・ほ か …2083

泌尿 器科 悪 性 腫瘍 に お け るMRIの 臨 床 的位 置 づ け

第2報.膀 胱 癌 のstagingに お け る各種 画 像 診 断の 位 置 づけ

MRI,CT,経 尿道 的 超音 波 検 査 の比 較 西村 一男 ・ほ か …2091

泌尿 器 科悪 性 腫瘍 に お け るMRIの 臨 床的 位 置 づ け

第3報.膀 胱 癌,前 立腺 癌 に 対す るMRIの 新 しい 試 み:
SurfacccoilとMRI用 造 影 剤Gadoliniumdiethylamine-triaminepclltaacetic

acid(DTPA)の 使用 西 村 一 男 ・ほか …2097

尿路 上 皮 癌 にお け る尿 中TissuePolypeptide-Ant三gen(TPA)

濃 度 測定 の 臨床 応 用 大森 弘 之 ・ほか …2101

表 在性 膀 胱腫 瘍 に対 す るOK432皮 内投 与 の経 験 辻橋 宏 典 ・ほか …2111

表 在性 膀 胱 腫瘍 に 対す る遺 伝 子 組 み換 え イ ソタ ー ロイ キ ン2の 局 注効 果 … …藤 岡 知 昭 ・ほ か …2115

切 除重 量100g以 上 の 経 尿道 的 前立 腺 切除 術 の 検討 中嶋 久 雄 ・ほ か …2工21

γ一Seminoproteinの 前 立 腺 癌血 清 マ ー カ ーと して の有 用 性 杉 村 芳 樹 ・ほか …2129

前 立腺 癌血 清 マ ー カー,γ 一Sm,PAPの 意 義 渡辺 学 ・ほ か …2135

前 立 腺 癌に お け る前 立腺 特 異 抗原 測 定 キ ッ トの比 較 秋 元 晋 ・ほか …2143

【症 例】

副 腎 原発 神経 節 芽腫 の1例 高 橋 義 人 ・ほか …2149

Cushing症 候 群 を呈 した 副 腎BlackAdenomaの1例 藤 田 良一 ・ほか …2155

多房 性 腎嚢 胞 を疑 わ しめた 腎細 胞 癌 の1例 前 田 真 一 ・ほか …2161

術 後 肺転 移 像 の 自然 退縮 を 認 めた 腎 細胞 癌 の1例 吉 野 修 司 ・和 久 井 守 …2167

結 石 を有 す る機 能 的 片腎 に発 生 した 腎孟 扁 平上 皮癌 の1例 伊 藤 博 ・ほか …2171

黄 色 肉芽 腫性 腎 孟 腎炎 の1例
一 そ の診 断法 と して のaspirationb1opsyの 経 験 一 小林 克 寿 ・ほか …2175

空 置 回腸 膀 胱 吻合 術 後 に発 生 した 巨大膀 胱 結 石 の 正例 榊 原 敏 彦 ・ほか …2181

子 宮 癌術 後 放射 線 治療 を施 行 し長 期 間経 過 後膀 胱 自然破 裂 を来 した1例 … …石 井 徳 味 ・ほか …2185

前 立腺 特 異 抗 原 γ一Semlnoprotein(γ 一Sm)が 異 常 高値 を示 した

前 立 腺 肥 大症 の2例 浅 川 正 純 ・ほか …2ユ89

透 明 中隔 の 神経 膠 腫 に続 発 した ゴ ナ トートロピ ン単 独 欠損 の1例 北村 雅 哉 ・ほか …2193

精 索 に発 生 した線 維性 偽腫 瘍(Fibrouspseudotumor)の1例 近 藤 宣 幸 ・ほ か …2197

出血 を きた した 精 巣 鞘膜 腔 内 嚢胞 の1例 平 野 章 治 ・ほか …2201

【統 計 】

泌 尿器 科 単独 標 榜 病 院 の15年 の歩 み

一 原 泌 尿 器科 病 院 にお け る 手術 統 計(197ユ ～1986年)一 原 信 二 ・大前 博志 …2205

三樹 会病 院 に おけ る臨 床統 計(第8報)-1987年 度 外来 新 患 統 計一 丹 田 均 ・ほ か …2213

【治 験 】

非 イ オ ン性 低 浸透圧 造 影 剤 イオパ ミロ ン⑭ に よる静 脈 性 尿路 造影
一 高 齢者 に おけ る 検討 一 田中 寛 ・ほ か …2219

複雑 性 尿 路 感 染症 に対 す るAztrconamの 使 用経 験 吉田 謙 一郎 ・ほ か …2225

複雑 性 尿 路 感染 症 に対 す るEnoxacinの 使用経 験 富樫 正 樹 。ほか …2233

尿路 不 定 愁 訴 に対 す る猪 苓 湯,猪 苓 湯 四物 湯 合 の効 果 堀 井 明範 ・前 川 正 信 …2237

腎下 垂 に対 す る補 中 益気 湯 の臨 床 的 効果 に つ い て 堀 井 明範 ・前 川 正 信 …2243
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購 読 要 項(lg86年1月 改訂)

1.発 行は毎月,年12回 とし,年 間購読者を会員とする.

2.会 員 は年間予約購読料8,000円(送 料とも)を 前納する.払 込みは振替に限る.口 座番号 京都5-4772番

泌尿器科紀要編集部宛.

3.入 会は氏名,住 所を記入のうえ編集部宛、はがきにて申し込めぱ所定の用紙を送付します.

投 稿 規 定(lg88年1月 改訂)

1.投 稿;連 名 者 を含 め て 会員 に限 る.

2.原 稿:泌 尿器 科 学 領 域 の全 般 に わ た り,総 説,原 著,症 例 報告,臨 床統 計,そ の ほか で和 文 また は英 文 とす

る.

(1)総 説,原 著 論 文,臨 床 統 計,そ の ほか の普 通 論 文 の長 さは,原 則 と して,刷 り上 が り本 文5頁(400字 ×

20枚),図(Fi&)10枚,表(Table)10枚 まで とす る。

(2)症 例報 告 の 長 さ は,原 則 と して,刷 り上 が り本 文3頁(400字 ×12枚),図(Fig.)5枚,表(Table)3枚

まで とす る.

(3)和 文 原 稿 はB5版400字 詰 原 稿 用紙 横 書 き,楷 書,当 用 漢字,現 代か なつか い,平 が な と し,清 書す る.

年 号 は西 暦 とす る.文 中欧 米 語 の 固 有名 詞 は大 文 字 で,普 通 名詞 は小文 字 で 始 め(た だ し,文 節 の始 め に来

る場 合 は 大 文字),タ イ ブで 明瞭 に記 載 す る.

ワープ ロを 使用 す る場 合 もB5版 原稿 用 紙 に1枚20×20字 とす る.

④ 原 稿 の表 紙 に 標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の順 に 和文 で記

載 す る.下 段 に 筆 頭者 名 と,2語 か らな るrunningtit蓋cを 付記 す る.

例;山 田,ほ か:前 立 腺癌 ・PSAP

⑭ 英 文 抄 録=和 文 の 表紙,本 文 とは別 に 標題,著 者 名,所 属 機 関 名,主 任 名,5語(英 文)以 内のKey

w。rds,抄 録 本 文 の 順 にB5版 ダブ ル スペ ー スで タイ プ し,別 に そ の和 訳 を つけ る.ワ ー プ ロ原 稿 可.

ω 英 文 原 稿 はA4版 原稿 用 紙 に ダ ブル スペ ースで タイ プ し,原 稿 の 表紙 に 標題,著 者 名,所 属 機 関 名,主 任

名,keywords(和 文 に 準 ず),runningtitle(和 文 に 準 ず)の 順 に タイ プ し,別 に 標題,著 者 名,所 属 機

関 名,主 任 名,抄 録 本文 の順 に 記 した 和 文 を付 記 す る.

(5)数 字 は すぺ て算 用 数字 を使 用 し,単 位 はm,cm,mm,1,ml,kg,g,mg,μg,%,℃ な どとす る,

(6)和 文,英 文 原 稿 を 問わ ず 図,表,写 真 な どは そ れ ぞれ 台紙 に貼 付 し,そ れ らに 対 す る説 明文 は別 紙 に一 括

してFig.1.…,Fig.2-・ ・,Table1・ …,Tablc2・ … な ど と一 覧 表 にす る.説 明文 は 英文 を 原則 とす

る.原 稿右 欄 外 に 挿 入 さ るぺ き 位置 を 明示 す る.写 真 は ト リ ミング し,図 ・表 は誤 りの ない こ とを 十分 確 認

の うえ,ト レー ス して紙 焼 した ものが 望 ま しい(コ ピー不 可).様 式 につ い て は本 誌 の 図 ・表 を参 照す る.

写 真 は 明 瞭 な もの に 限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写 真 に貼 付)な どを 入れ,わ か りや す くす る.

⑦ 引 用 文献 は必 要最 小限 に と どめ,引 用 箇所 を 本 文 の文 脈 順 に入 れ る(ア ル フ ァベ ッ ト順 不 可).そ の数 は

30ま で が望 ま しい.和 文 は 楷 書 で,欧 文(ワ ー プ ロ可)は ダブ ル スペ ー スで タイ プす る.

例=山 田1・3・7),田中 ら8・L量一13)に よる と …

雑 誌 の場 合 一 著者 名(全 員)=標 題.雑 誌名 巻=最 初 頁 一最終 頁,発 行 年

例1)FinneyRP,sharpeJRandsadlowskiRw:Finneyhingcdpenileimplant;experience

with三 〇〇cases.Juro1124:205-207,1980

例2)竹 内秀 雄,上 田 眞,野 々村光 生,飛 田収 一,大 石 賢二,東 義 人,岡 田裕 作,川 村 寿一,吉 田

修:経 皮 的腎 砕 石 術(PNI・)お よび 経 尿 道 的尿 管 砕石 術(TUL)に み ら れ る発 熱 に つ いて.泌 尿

紀 要3331357-1363,1987

単 行本 の場 合一 著 者 名(全 員):標 題.書 名,編 集者 名,版 数,巻 数,引 用頁,発 行 所,出 版 地,発 行 年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharidcinhibitorsof

calciumoxalatecrystallization.In:UrolithiasisResearcLEditedbyFleischH,Robertson

WG,SmithLHandVahlensieckW。1sted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976
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例4)大 保亮一:腫 瘍病理学.ベ ッドサイ ド泌尿器科学,診 断 ・治療編.吉 田 修編,第1版,PP・259-

301,南 江堂,東 京,1986

(8)原 稿を返却しないのでコピーを手元に残し,オ リジナルを書留で送付する.

(原稿送付先)

〒606京 都市左京区聖護院山王町18

メタボ岡崎301号

泌尿器科紀要刊行会宛

⑨ 論文の採否:論 文の採否は編集委員で決定し,連 絡する.

⑳ 論文の加筆訂正=審 査の結果,編 集方針にしたがって原稿の加筆,削 除,お よび一部分の書き直しをお願

いすることがある,ま た,編 集委員の責任において多少字句の訂正をすることがある.

(11)校 正は初校を著者による責任校正とし,再 校以降は編集部が行う,著 者複数の場合は校正責任者を投稿時

指定する.

働 投稿にあたっては,本 誌を十分参考にして体裁を守ること.

3.掲 載

(1)論 文の掲載は採用順を原則とする.

迅速掲載には迅速掲載料を要する,5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000円 を加算 したものを

申し受ける.

(2)掲 載料は1頁 につき和文は5,500円,英 文は6,500円,超 過頁は1頁 に.つき7,000円,写 真代,凸 版,ト レ

ース代,別 冊,送 料などは別に実費を申し受ける。

(3)薬 剤 の効果,測 定試薬の成績,治 療器械の使用などに関する研究論文(治 験論文)に ついては,掲 載料を別

途に申し受ける。

4.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

Information for Authors Submitting Papers in English 

 1. Manuscripts should be typed double-spaced with wide margins on 8.5 by 11 inch paper. The 

   text of all regular manuscripts should not exceed 12 typewritten pages, and that of a case 

   report 6 pages. The abstract should not exceed 250 words and should contain no abbreviations. 

 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, the director's 

   name, key words (less than 5 words), and a running title consisting of the first author and two 

    words. 

       e.g.: Yamada, et  al.. Prostatic cancer•PSAP 

 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. 

   References should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of 

   superscript numerals and should not be arranged alphabetically. 

 4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract 

   should be provided in Japanese. 

 5. For further detalis refer to a recent journal.
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